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これまでの取り組みにおける受賞報告 
 

 

1.「河川基金助成」による活動が表彰されました 

公益財団法人河川財団の有識者会議にて、「再生・保全管理部会 第３工区班」の以下活動

内容が大変素晴らしいとの評価を得て、表彰団体に選出されました。平成 29 年 2 月 3 日に

開催された「川づくり団体全国事例発表会」にて、取り組み発表と表彰が行われました。 

 

■取り組み概要 

巴川流域麻機遊水地において、多様性のある豊かな湿地環境を後世に引き継いでいくため

に、ミズアオイをはじめとした撹乱依存型絶滅危倶植物の再生に取り組んだ。 

 また、子どもたちに麻機遊水地の自然を楽しんでもらうための観察会、人材育成のため

の学習会、市民への啓発のためのシンポジウムを開催し、広く市民にも呼びかけや啓発活動

に取り組んだ。 

 

 

 

 

 

 

湿地の撹乱（ミズアオイの保全）         オニバス観察会           生きもの観察会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受賞式                             表彰状 
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2.「グリーンレジリエンス大賞」の上位入賞が決定しました 

「一般社団法人レジリエンスジャパン推進協議会（会長：三浦惺、日本電信電話株式会社取締

役会長）」が主催する、「ジャパン・レジリエンス・アワード（強靭化大賞）2017」に新設さ

れた「グリーンレジリエンス大賞」に、ベーテル麻機部会の取り組みで応募し、一次審査（書

類審査）と最終審査（審査委員審査）の結果、上位入賞者から選ばれるグランプリ（1 団体）、

金賞（1 団体）、最優秀賞（4 団体）のいずれかに選ばれており、平成 29 年 3 月 15 日に東

京で開催される「ジャパン・レジリエンス・アワード表彰式」にて結果発表が行われる。 

 

■一般社団法人レジリエンスジャパン推進協議会とは 

国土強靭化（ナショナル・レジリエンス）は、今後起こり得る大規模災害などに対し、 

「人命を守り」、「国家及び社会の重要な機能が致命的な障害を受けず」、「国民の財産

及び公共施設の被害を最小化し」、「迅速な復旧・復興を可能とする」、強くてしなやかな

国をつくるということです。 

こうした強靭な国づくりは、「強靭な生活づくり」、「強靭な産業づくり」、「強靭な地

域づくり」、「強靭な人づくり」も同時に実現し、成長戦略にも資するものであると考えら

れます。 

そのためには、民間の取組みが極めて重要となり、「一般社団法人レジリエンスジャパン

推進協議会」では、国土強靭化担当大臣私的諮問機関「ナショナル・レジリエンス懇談会」

の結果を踏まえ、「国土強靭化基本計画」が円滑に達成されるよう、産、学、官、民のオー

ルジャパンでその叡智を結集し、非常時のみならず平時での戦略的活用の方策を創造するこ

とにより、公共投資、民間投資が最大限に相乗効果を発揮し、レジリエンス立国を構築して

いくことを目的として設立されました。 

国民の生命と財産を守り抜き、さらには日本の産業競争力を高め、事前防災・減災の考え

に基づき 「強くてしなやかな国」をつくるための「国土強靭化（ナショナル・レジリエンス）」

に関する総合的な施策づくりや 、その推進に寄与するとともに、できるだけ多くの国民の方

に向け、国土強靭化の理解を促進し、 行動を誘発していくことをミッションとしています。
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■ベーテル麻機部会の取り組み概要 

ベーテル麻機部会は、治水施設である麻機遊水地をフィールドとして、多機能なグリーン

インフラとして、以下のような取り組みを実施している。 

・支援学校、障がい者、福祉施設等と連携した、福祉水田の耕作とそれに伴う撹乱依存種の保全。 

・障がい者による来訪者向け遊水地ガイド。 

・てんかん・精神疾患をもる入院患者さんを対象とした、遊水地でのお散歩観察会の実施。 

・特別支援学校と連携した土壌シードバンク調査と発芽した希少種の系統維持。 

・特別支援学校、病院、福祉施設と連携した、かかし祭り、遊水地コンサートの実施。 

・外出できない入院患者さんのための、院内での遊水地の植物、魚類等の展示。 

・山羊による除草と、入院患者さんと山羊のふれ合いイベント。 

 

 

 

 

 

 

福祉水田の整備              お散歩観察会          魚類展示（てんかんセンター） 

 

 

 

 

 

 

 

土壌シードバンク調査         採取した土壌            発芽した植物 

 

■グリーンレジリエンス大賞の評価項目 

＜自然資源・機能の活用＞ 

自然資源を持続可能な形で効果的に利活用を進めながら、自然の持つ多面的機能（公益的機能、生態

系サービス等）を多様な領域、幅広い空間に波及させる事業・取組。 

＜連携・協働の仕組み＞ 

  地域内外の多様な主体と連携・協働を円滑に進める社会的な仕組み（プラットフォーム、組織等）

が構築されている事業・活動である。 

＜その他（地域固有）＞ 

  地域や地球環境保全への貢献、地域資源の再発見・再利用、伝統的な文化、技術・の伝承など、地

域固有性の高いグリーンレジリエンスの特徴的な事業・活動である。公共性： 経済・社会・環境等に

公共的効果がある 
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■「ジャパン・レジリエンス・アワード（強靭化大賞）2016」の授賞式の様子 

 
※ベーテル麻機部会では、新設された「グリーンレジリエンス大賞」に上位入賞しました。 


